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■数点ぜひとも書き残したく、ペンをとります。過去の記念誌の発行すべてに関わってきましたが、
今回の記念誌づくりはいっそう感慨深いものがあります。編集に携わる姿勢は過去と変わりはな
いものの、ＩＴ機器を駆使しての作業は飛躍的に進化し、質の向上をもたらしました。全員一丸
となっての結果ではありますが、特に西脇・江熊両氏はＩＴ関係の知識や経験をフルに発揮され、
そのお力なくしては本記念誌の完成はなかったと言っても過言ではなく、深甚の謝意を表します。
夕刻からの会議が多く、食事はワリカン、釣銭は会の会計に入れるという徹底ぶり、皆さんの熱
意をどうかお汲みとりください。さらに同窓・同級というご縁で、発行業務を引き受けてくださり、
破格の価格で会員の皆様のお手元に届けることができたのは永昌堂印刷・北村さんのおかげです。
監事として、以上を特に記して感謝の意を表します。（S）

■今回のようなプロジェクトは初めのイメージ、皆の思い、意志の疎通で、仕上がりはほぼ決まる。
本年 2月の編集委員会立ち上げから 9カ月、紆余曲折はあったが、ほぼ及第点といえる仕上がり
になったのではないか。編集委員の皆さんは、企業等で働いている、働いていた、経営している方々
がほとんどでしたが、仕事の進めぶりが各企業ないしは生活してこられた環境をよく反映してい
るなと妙に感心しました。（田）

■東京姉水会に初めて参加した 1976 年以来、40年近くがたちました。最近の 10年間は事務局
を仰せつかり、会務を通じて大半の会員の名前と卒年次を覚え、一度でも会合にご出席の方はお
顔と名前が一致するまでになりました。本誌によって、本会の今日に至る足跡をご理解いただき、
学年幹事の皆さんを核により深い会員親睦・交流のキッカケができればと、心から願っています。
虎高を巣立ち、汗を流してキバッテこられた（おられる）皆さん、ぜひ当会に足をお運びください。
（SS）

■東京姉水会が 60周年を迎えた今年、風に、雨に、実に水に翻弄された気候の一年が過ぎようと
しています。この記念誌の編集も一息ついた頃の 9月半ばには、滋賀も台風 18号の被害を受け
て大変だったようです。今年、流行した半沢直樹の「倍返しだ」は大変にインパクトのある言葉
でした。私はこの記念誌作成の一端の作業に加わらせて頂いて、半沢の言葉ならぬ「恩返しだ」
という露骨ないい方ではちょっと角が立ちそうですが、編集委員の方々（私を除く）が嬉々として、
しんどいと思われる作業も使命感を感じて、取り組まれる姿に頭の下がる思いがしました。この
たびの記念誌は、50周年の時以上の出来栄えで、本当に、東京姉水会員の血の通った記念誌に仕
上がりそうで、大変に待ち遠しい想いがいたします。このたびの記念誌編集作成の戦力にほとん
どならなかったことをお詫びし、それでも委員長のご配慮を頂き、顎を出しそうになる私を最後
までやり切らせて頂こうとしていることに心より感謝申し上げたいと思います。（う）

■世間では異業種交流会が盛んです。そして僕自身も友人知人に誘われて、そのような交流会に
何度も参加しています。が、どの交流会も長続きしたことがありません。理由は多数ありますが、
いろんな意味で面白くないんですね。それに対し、姉水会は異業種交流会ではありませんが、巷
の異業種交流会以上に、交流会の側面があると思っています。異業種交流会のハシゴをしている
皆さん、姉水会へのご参加をお待ちしています。（草）

■編集の仕事を終え、改めて「故郷ってええもんやなぁ」と思っています。
“首都圏できばる鮎たち ”の虎高への想いがぎっしりと詰まった記念誌となりました。
これからも、同窓生同士がいつもお互いを応援しているような温かな雰囲気を大切に、東京姉水
会に参加させていただこうと思います。（Y）

編集を終えて
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■酷暑だった今年の夏は意外にも潔く撤退し、台風一過の空は一層青く高く、空気は透明感を増
すと共にひんやり肌寒くなってきた。この文集が皆さんのお手元に届くころには、雪の便りが届
き始めているのだろうか。自然の営みは人間の都合などお構いなしに淡々と進んでいく。この約
１年、季節の他もうひとつ共に歩んできた「文集」もあと一踏ん張り。文集の編集作業が大詰めと
なるのを待っていたかのように、他のこともまた佳境を迎えている。この文集が無事産み落とさ
れる頃、それらのことからも解放されるだろう。産み落とされた「文集」はどんな道を歩き始める
んだろう。そして次に「文集」が編まれる時、自分はどこで何をしているんだろう。そんなことを
想いつつ。またどこかでお目に掛かるのを楽しみにしています。（くま）

■私が小学生の頃、鉄腕アトムや鉄人２８号、アポロ宇宙船の月着陸、そして大阪で開催された
万国博覧会等、科学技術への興味をそそられるようなテレビ番組や出来事が沢山あり、これらに
刺激されて、幼心に将来は科学の道に進むんだと思ったものですが、実際に高校の時に理科系を
選択し理科系の大学に進んだのには、国語、特に作文や人に話すのが苦手だったという大きな要
素もありました。こんな私が、東京姉水会の記念誌作りのお手伝いをすることになったのは、何
かのご縁と思っています。本記念誌の構想からほぼ１年間、お役に立てたのかどうかは定かでは
ありませんが、執筆者の皆様、編集委員の皆様、そして永昌堂印刷の皆様のお陰で、本記念誌を
完成させることが出来たのは大きな喜びです。本当にどうも有り難うございました。（に）

■東京に戻る新幹線、米原駅を出て間もなく、左側に伊吹山が見え 30秒ほどで消える。お気づき
の方もおられるだろうが、百年にわたる石灰岩採掘により山容はかなり変化し、昔日の面影はやや
薄れている。私は感傷派ではないので、小中高と校歌で歌ってきた霊峰伊吹が日本有数の石灰岩
産地のため継続して採掘され、山容すら変化してきたことは致仕方がなく、その中で環境や景観
をどう守るかというリアリズムの方が大事だと考える。琵琶湖も江戸や明治の粋人たちが見たで
あろうそれとかなりの変貌を遂げてきたが、ふるさとや私たちが享受した豊かさから見れば、それ
もやむを得ない。これらは一つの例だが、変化とそれへの対応はいつの時代でも最大テーマの一つ
だろう。今回、記念誌を編むにあたり特にテーマを設定したわけではないが、寄せられた随想や
座談会の発言の多くは、期せずして「現代日本の変化に対峙し、真摯に生きている」虎高の卒業生
のさまざまな現実を率直に表明したものであった。変革する社会への貢献、伝統への畏敬と護持、
学問や専門性の重視、女性の活躍、海外（多文化）とのコミュニケーション、起業や新しい世界へ
の挑戦等々、いま私たちが職場や家庭で、また友人たちと話す中で、触れる具体的なテーマが頻出
した。虎高ブランド、故郷大好き、懐旧だけでは、全学同窓会として所詮限界があることを思う
と、まさに平成 25年日本の同時代史的な思いに溢れる今回の東京姉水会 60周年記念誌は、未来
へつなぐそれなりの価値があるのではないか、そう思える。「思い」を寄せていただいた諸兄諸姉に、
また 9ヶ月間にわたってご苦労いただいた編集委員諸氏に、さらに各種支援を惜しまれなかった
会員各位と永昌堂印刷さんに、心からなる敬意と謝意を表します。（か）
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